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あ い さ つ
世紀末､時代の変わり目には我々が意識するし
ないに拘らず何かと変わったことが起きるものら
しい ｡
前号から一年､世の中揺れ動き過ぎているよう
です｡この二三年の出来ごとを追ってみると､自
然現象では一昨年､秋の瑞穂の国日本を襲った米
不足と昨年の異常渇水｡このところ連続して起き
ている北海道南西沖地震から北海道東方沖地震､
三陸はるか沖地震､そして極めつけは今年一月の
阪神 ･淡路大震災と幹線交通網の途絶､そして五
月末のサハリン大地震｡
政界ではいわゆる55年体制が終わって新体制
の覇権を取ろうとする政党の烏合集散と目まぐる
しく変わる総理大臣｡政治家の政治家による政治
家の為の政界と､マンネリ政治に飽きた国民は東
京大阪で無党派の役者とお笑いタレント候補を知
事に選出｡
経済面では昔1ドル-360円､しばらく続い
た1ドル-100円があっというまに80円台の
円高｡栄華を誇ったアメリカの超赤字貿易収支､
対照的な日本の起黒字｡貿易摩擦の日米交渉でい
つも無理難題を飲んで来た日本が今回は馬鹿に強
気でWTOに提訴､どうなってるんだという感じ｡
社会面では多数の死者と5,000人を越える
被害者を出したいわずと知れたオウム教と地下鉄
サリン事件｡一連の事件に関与したとされるオウ
ム真理教の異常さ､特に高学歴の一見優秀な若者
がなぜと考えさせられる｡この倫理性の欠如は一
体何に超因するのか｡
長く続いた米ソの冷戦構造の下での政治､経済､
学術文化､道徳の分野で培われ維持されてきた人々
の行動規範が､東西の冷戦構造の終結により失わ
れてしまったことが今日のあらゆる面での混乱と
さまよえる政治､経済､文化､道徳を生み出した
ものと思われる｡
今日本も含めた世界の人々は新しい行動規範と
それを支える価値観を模索しているのであろう｡
さて､そんな中で岡山美顔動物研究会も学界､
学部､産業界等の枠を越えて設立されてから早く
も10年を越えた｡
この10年間の活動は意義あるものであったと
しても､昨今の会の在り方が些かマンネリ化して
いるように感じられるのも事実である｡会長とし
て責任を感じないわけにはいかない｡
組織というものは一般的にいって絶えずマンネ
リとの戦いであり､また組織を構成する若者の数
にその活力､将来の発展性がかかっているもので
はないだろうか｡
いつの時代も親､指導層､管理層というものは
子供､若輩者､部下をまだまだ頼り無いと思い､
若者は逆に彼等はもう古いといい､この葛藤と攻
めぎ合いの中から程よい調和と秩序ある絶え間な
い発展が生まれてきたのであろう｡
若者の集まる街は活気にあふれ､何かが生まれ
そうな雰囲気がある｡実験動物研究の分野でも動
物の個体そのものの研究と同時に､分子生物学分
野の研究がどんどん導入される時代に入ってきて
いる折から､若い会員の実験動物/動物実験の分
野の学問的興味はどの辺にあるのか｡若い会月も
多様な意見をお持ちと信じるが､それらを汲み上
げる必要がある｡
そのための機構をどう構築し稼働させるかが課
轟である｡
会の運営に当たっても最近どんどん台藻してき
た若い優秀な教授､助教授､若い研究者に今後の
会のあるべき方向についてホットな議論をしてい
ただきたいものである｡
